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一般質問

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

�
学
校

行
事
に
参
加
す
る
地
域
の
人
が
日
常

的
に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
今
後

の
展
望
も
踏
ま
え
た
見
解
は
。

　

�
多
く
の
保
護
者
か
ら
中
学
校
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
常
駐
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
現
状

認
識
と
展
望
は
。

　

�
花
小
金
井
南
中
学
校
の
校
庭
は

砂
じ
ん
被
害
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
質

の
改
善
要
望
が
多
く
あ
る
が
、
ど
う

受
け
と
め
対
応
す
る
の
か
。

教
育
長　

�
学
校
経
営
協
力
者
等
か

ら
学
校
運
営
等
に
つ
い
て
の
提
案
等

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
は
外

部
評
価
の
充
実
を
図
り
、
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
る
学
校
を
つ
く
り
た
い
。

　

�
全
校
に
都
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
週
１
日
配
置
さ
れ
て

い
る
。
日
数
を
ふ
や
す
こ
と
は
困
難

だ
が
、内
容
の
充
実
等
を
図
り
た
い
。

　

�
平
成　

年
度
に
整
地
を
行
っ
た

１５

が
小
石
等
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
、

早
期
に
改
善
し
た
い
。

 
西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

�
第
六

小
学
校
校
庭
の
一
部
芝
生
化
の
経
過

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　

�
第
十
三
小
学
校
の
芝
生
化
は
、

学
校
、
保
護
者
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用

団
体
等
と
の
協
議
を
先
行
し
て
行
う

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

�
毎
年
、
小
・
中
学
校
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
等
に
関

す
る
要
望
の
内
容
は
。

教
育
長　

�
芝
生
化
を
校
長
に
打
診

し
た
と
こ
ろ
す
ぐ
に
協
力
が
得
ら
れ
、

新
た
に
芝
生
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

地
域
と
一
体
と
な
っ
た

学
校
の
環
境
づ
く
り
を

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
、

防
じ
ん
対
策
な
ど

ア
組
織
が
確
立
さ
れ
た
。
平
成　

年
１６

に
業
者
、
児
童
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

が
協
働
し
て
夏
芝
を
植
え
つ
け
、
良

好
な
状
態
で
生
育
し
て
い
る
。

　

�
予
算
成
立
後
、
速
や
か
に
学
校

説
明
会
を
実
施
し
た
。
今
後
も
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

　

�
平
成　

年
度
の
要
望
は
、
校
庭

１７

整
備
が
６
校
か
ら
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
設
置
が　

校
か
ら
出
さ
れ
た
。

１０

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

�
こ
れ

ま
で
の
経
緯
は
。

　

�
今
回
の
芝
生
化
に
反
対
し
て
い

る
市
民
が
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

�
今
後
の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

�
今
後
、
校
庭
芝
生
化
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

�
本
年
２
月
に
第
十
三
小

学
校
を
第
一
候
補
に
選
定
し
、
国
庫

補
助
申
請
の
手
続
等
を
進
め
て
き
た
。

６
月
に
保
護
者
等
を
対
象
に
、
７
月

に
は
校
庭
開
放
利
用
団
体
に
説
明
し
、

そ
の
後
保
護
者
や
地
域
住
民
に
工
事

の
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
８
月
以

降
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
庭
開
放
利

用
団
体
の
代
表
者
等
を
構
成
員
と
し

て
、
維
持
管
理
方
法
や
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換
す
る
場
を

設
け
て
い
る
。

　

�
校
庭
開
放
利
用
団
体
に
と
っ
て

は
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
等
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
、
工
事
期
間
中

校
庭
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
反
対

す
る
理
由
と
考
え
る
。

　

�
９
月
中
に
土
壌
の
整
地
等
を
行

い
、９
月
末
か
ら
芝
生
の
種
を
ま
き
、

養
生
期
間
に
刈
り
込
み
等
を
行
う
。

完
成
予
定
は
１
月
末
で
あ
る
。

　

�
芝
生
化
に
よ
る
熱
環
境
の
改
善

効
果
や
教
育
的
効
果
を
十
分
に
検
証

し
、
事
業
を
進
め
た
い
。

小
平
第
十
三
小
学
校

校

庭

芝

生

化
 

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
通
常
学

級
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
と
も

に
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

　

�
介
助
員
の
制
度
化
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

　

�
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
準
備

状
況
は
。

教
育
長　

�
平
成　

年
度
か
ら
週
に

１６

１
回
の
介
助
員
を
配
置
し
て
い
る
。

保
護
者
の
要
望
な
ど
を
聞
き
、
臨
時

職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
負
担
が
軽

減
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�
今
後
、
保
護
者
や
専
門
家
、
学

校
関
係
者
等
を
含
め
た
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
り
、
こ
こ

で
の
意
見
や
提
案
を
受
け
、
方
向
性

や
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　

�
現
在
、
法
改
正
等
は
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
も
国
や
都
の
動
向
に

注
目
し
て
い
く
。
市
で
は
、
各
学
校

に
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
置
き
、
こ
の
教
員
を
中
心
に
校

内
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員（
公
明
）　

�
文
字
・

活
字
文
化
振
興
法
に
明
記
さ
れ
た

「
司
書
教
諭
及
び
学
校
図
書
館
に
関

す
る
業
務
を
担
当
す
る
そ
の
他
の
職

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
学
校
で

と
も
に
学
べ
る
環
境
を

学
校
図
書
館
を
活
用
し
、

子
ど
も
を
生
か
し
た
教
育
を

員
の
充
実
等
の
人
的
体
制
の
整
備
」

に
対
す
る
検
討
状
況
は
。

　

�
学
校
図
書
館
整
備
５
か
年
計
画

で
、
小
・
中
学
生
の
１
人
当
た
り
の

読
書
量
は
増
加
し
た
か
。

　

�
学
校
図
書
館
検
索
シ
ス
テ
ム
の

進
捗
状
況
と
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
教
育
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

�
現
在
、
小
・
中
学
校
全

校
に
司
書
教
諭
を
配
置
し
、
図
書
指

導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
研
修
等
を
通

じ
て
教
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
た

い
。

　

�
平
成　

年
度
に
行
っ
た
全
小
・

１５

中
学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、

１
人
当
た
り
月
に
平
均
４
・
４
冊
で
、

平
成　

年
度
に
全
体
の　

％
を
抽
出

１６

１５

し
て
行
っ
た
調
査
で
は
月
平
均
５
・

９
冊
に
増
加
し
た
。

　

�
シ
ス
テ
ム
開
発
が
終
わ
り
、
蔵

書
デ
ー
タ
の
入
力
を
開
始
し
た
。
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
子
ど
も
の
読
書

活
動
の
推
進
を
図
り
、
調
べ
学
習
や

情
報
教
育
に
も
役
立
て
た
い
。

 
高
橋　

勇
議
員
（
民
リ
）　

�
学
力

と
心
の
教
育
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

�
５
日
制
授
業
の
成
果
と
課
題
は
。

　

�
国
際
的
な
学
力
調
査
に
お
け
る

日
本
の
子
ど
も
の
状
況
は
。

　

�
教
員
が
感
じ
て
い
る
指
導
上
の

困
難
は
何
か
。

　

�
校
庭
芝
生
化
の
費
用
対
効
果
は
。

小
・
中
学
校
現
場
の

最
近
の
諸
問
題

教
育
長　

�
学
力
に
つ
い
て
は
、
授

業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
の
作
成
及
び
実

施
等
を
通
じ
て
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

今
後
も
学
習
指
導
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。
心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
豊

か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
、
社
会
性

や
規
範
意
識
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。

今
後
も
全
教
育
活
動
を
通
し
て
心
の

教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
。

　

�
特
色
あ
る
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
実
施
す
る
な
ど
、
徐
々
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
課
題
は
基
礎
的
な

内
容
の
一
層
の
定
着
等
で
あ
る
。

　

�
全
体
と
し
て
上
位
に
位
置
す
る
。

　

�
多
様
な
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応

が
一
番
の
課
題
で
あ
る
。

　

�
国
等
の
補
助
を
受
け
る
た
め
、

市
の
一
般
財
源
の
支
出
が
抑
制
さ
れ

る
。
効
果
と
し
て
は
、け
が
の
減
少
、

砂
じ
ん
の
防
止
等
多
数
あ
り
、
費
用

対
効
果
は
高
い
と
考
え
る
。

 
小
林
秀
雄
議
員
（
フ
ォ
）　

�
本
年

は
市
民
ま
つ
り
が　

回
目
の
節
目
を

３０

迎
え
る
が
、
始
ま
っ
た
経
緯
は
。

　

�
今
ま
で
に
市
民
ま
つ
り
に
貢
献

し
た
人
を
表
彰
で
き
な
い
か
。

　

�
今
回
、
特
別
企
画
は
あ
る
か
。

　

�
市
民
が
１
人
で
も
多
く
参
加
す

る
た
め
の
方
策
は
。

市
長　

�
旧
村
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

た
祭
り
の
み
こ
し
を
一
堂
に
集
め
、

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し

第　

回
小
平
市
民
ま
つ
り

３０

て
、
昭
和　

年
に
開
催
さ
れ
た
。

５１

　

�
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

ま
つ
り
の
開
催
及
び
運
営
に
長
年
功

労
の
あ
っ
た
個
人
、
及
び
団
体
に
対

し
て
表
彰
状
等
の
授
与
を
考
え
て
お

り
、
現
在
、
表
彰
す
る
方
の
推
薦
書

の
提
出
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

�
ま
つ
り
の
前
日
に
ル
ネ
こ
だ
い

ら
で
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
内

の
小
学
生
を
中
心
と
し
た
よ
さ
こ
い

の
競
演
を
企
画
し
て
い
る
。

　

�
市
報
で
参
加
団
体
の
募
集
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
な
参
加
団
体
の

発
掘
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ス

タ
ー
等
を
作
成
し
、
自
治
会
等
の
掲

示
板
に
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
。

 
鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

�
教

育
委
員
会
の
協
賛
、
後
援
、
推
薦
に

対
す
る
承
認
基
準
は
。

　

�
ど
の
よ
う
な
団
体
に
協
賛
、
後

援
等
を
出
す
の
か
。件
数
と
区
分
は
。

　

�
展
示
内
容
の
一
部
が
政
治
活
動

の
宣
伝
の
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
、
後
援
名
義
等
使
用
承
認

事
務
要
綱
に
違
反
し
な
い
か
。

　

�
名
義
使
用
承
認
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
審
査
す
る
の
か
。

教
育
長　

�
要
綱
で
定
め
て
お
り
、

主
催
者
は
官
公
庁
、
公
益
法
人
及
び

こ
れ
に
準
ず
る
団
体
等
で
あ
る
。
事

業
内
容
は
広
く
市
民
を
対
象
と
し
、

私
的
な
利
益
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
等
は
承
認
し
な
い
。

　

�
平
成　

年
度
は
学
校
及
び
学
校

１６

の
連
合
体
が　

件
、
民
間
企
業
ま
た

１０

は
団
体
が　

件
な
ど
合
計　

件
で
、

４３

６６

す
べ
て
後
援
名
義
で
あ
る
。

　

�
趣
旨
が
承
認
基
準
に
適
合
す
る

も
の
と
し
て
承
認
し
た
。

　

�
申
請
書
等
の
提
出
を
受
け
た
所

管
課
長
が
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か

を
調
査
し
、教
育
庶
務
課
長
が
検
討
、

協
議
を
す
る
。
そ
し
て
、
教
育
委
員

会
事
務
局
会
議
に
付
議
し
、
教
育
長

が
決
定
す
る
。

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
に
対
す
る

教
育
委
員
会
の
後
援
は
問
題
で
は

を
し
て
い
る
。

　

�
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
、

よ
り
高
い
関
心
を
持
ち
、
緑
地
の
保

全
を
図
る
と
い
う
こ
と
が
発
行
の
目

的
で
あ
る
。
清
瀬
市
で
は
多
く
の
応

募
が
あ
り
、
好
評
と
聞
い
て
い
る
。

　

�
小
平
市
緑
の
基
本
計
画
で
、
将

来
の
み
ど
り
の
５
つ
の
基
本
的
方
針

の
一
つ
と
し
て
、
水
と
み
ど
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
掲
げ
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
方
針
に
従
い
、
緑
の
保

全
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 
小
林
秀
雄
議
員
（
フ
ォ
）　

�
狭
山
・

境
緑
道
の
主
な
樹
木
は
桜
だ
が
、
古

木
に
な
り
隣
接
す
る
民
家
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
。
今
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　

�
玉
川
上
水
で
は
、
雑
木
の
比
率

が
桜
よ
り
も
多
い
。
自
然
木
も
必
要

だ
が
、
桜
が
６
割
以
上
を
占
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

�
近
隣
の
迷
惑
と
な
ら
な
い

よ
う
、
都
に
剪
定
等
を
要
請
し
て
き

た
。
今
後
も
隣
地
に
影
響
を
及
ぼ
す

樹
木
の
剪
定
等
を
行
い
、
適
切
に
維

持
管
理
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
と
潤
い

が
得
ら
れ
る
緑
道
と
な
る
よ
う
、
十

分
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　

�
名
勝
復
活
の
た
め
に
も
で
き
る

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の

緑

化

 
常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

�
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
２
年
以
内

の
実
施
に
向
け
検
討
す
る
と
し
て
い

る
が
、
現
段
階
で
ど
こ
に
設
置
す
る

予
定
か
。

　

�
開
園
時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　

�
管
理
方
法
は
。

市
長　

�
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
、
樹
木

や
斜
面
及
び
廃
材
な
ど
を
利
用
し
、

自
然
の
中
で
遊
び
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、

一
定
の
広
さ
と
自
然
が
確
保
さ
れ
て

い
る
場
所
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業

地
区
内
で
、
移
設
す
る
子
ど
も
キ
ャ

ン
プ
場
と
公
園
が
隣
接
さ
れ
る
予
定

の
場
所
へ
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　

�
現
在
検
討
中
の
場
所
に
設
置
す

る
場
合
、
区
画
整
理
の
全
体
工
事
の

進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
行
う
た
め
、

現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

　

�
利
用
・
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
や
市
民
団
体
等
を
交
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

�
市
長

が
公
約
の
中
で
提
案
し
た
、
小
平
み

ど
り
債
の
内
容
と
検
討
状
況
は
。

　

�
清
瀬
市
や
八
王
子
市
が
公
募
債

の
導
入
に
至
っ
た
経
過
と
効
果
は
。

　

�
生
態
系
を
守
る
と
い
う
視
点
か

ら
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
を

導
入
で
き
な
い
か
。

市
長　

�
緑
の
保
全
の
た
め
に
樹
林

地
の
購
入
等
を
対
象
と
し
た
市
民
対

象
の
公
募
債
で
あ
る
。
将
来
の
実
施

に
向
け
て
、
他
市
か
ら
資
料
を
収
集

し
、
発
行
方
法
や
経
費
な
ど
の
研
究

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
設
置
の
検
討
は

ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

み
ど
り
の
公
募
債
の

活
用
で
緑
の
保
全
を

だ
け
多
く
の
桜
を
望
む
が
、
玉
川
上

水
が
国
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
都
は
自
然
木
も
含
め
玉
川

上
水
の
保
全
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
山
桜
の
復

活
を
望
む
人
や
自
然
保
護
団
体
な
ど

か
ら
の
意
見
を
受
け
、
都
へ
要
望
し

て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

�
借
地

し
て
い
る
公
園
の
数
と
面
積
は
。

　

�
市
が
用
地
を
買
い
取
る
場
合
の

判
断
基
準
や
条
件
は
。

　

�
今
後
新
た
に
借
地
で
公
園
を
設

置
す
る
計
画
は
な
い
か
。

　

�
都
市
計
画
公
園
の
整
備
率
と
今

後
の
見
通
し
は
。

　

�
公
園
緑
地
の
減
少
を
食
い
と
め

る
た
め
の
方
策
は
。

市
長　

�
有
償
、
無
償
を
含
め　

か
１１

所
、２
万
２
千
７
百
６
平
方
�
あ
る
。

　

�
基
本
的
に
は
買
い
取
る
考
え
で

対
応
し
て
い
る
が
、
公
園
配
置
状
況

や
国
の
補
助
金
の
有
無
、
市
の
財
政

状
況
等
に
よ
り
判
断
し
て
い
る
。

　

�
新
た
な
計
画
は
な
い
。

　

�
整
備
率
は
約　

％
で
、
来
年
度

４１

に
小
川
町
二
丁
目
地
域
セ
ン
タ
ー
公

園
、
延
命
寺
公
園
の
一
部
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

�
公
有
地
化
が
大
前
提
と
考
え
て

い
る
が
多
額
の
費
用
が
必
要
な
た
め
、

補
助
金
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
公
募
債
も
考
え
て
い
き
た
い
。

公

園

緑

地

の

現

状

と

課

題

教
育
・
文
化

教
育
・
文
化

公
園
・
用
水

公
園
・
用
水

�
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
、
こ

と
し
の
市
民
ま
つ
り

緑に囲まれた公園で楽しく（新小平公園）

学校図書館検索システムの入力作業（第六小学校）


